
入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
七城図書館
旭志図書館
泗水図書館

中央公民館
七城公民館
旭志公民館
泗水公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）2028

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）1115

キクロスホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/kicross/
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

図 書 館 公 民 館図 書 館 公 民 館

4月1日㈪～18日㈭
市内に在住・在勤・在学の人 

　令和6年度公民館主催講座（前期・通年）の受講生を
募集しています。講座の内容は「令和6年度公民館主
催講座（前期・通年）」の冊子をご覧ください。

対　　象
募集期間

テーマ「春が来た！」

福
音
館
書
店

1

岩
波
書
店

2

文
藝
春
秋

3

岩
﨑
書
店

4

柴
しば

崎
さき

友
とも

香
か

／著
3 �春の庭

　写真集と家を中心に描か
れる人の営み。ささやかな
温もりを感じられるつながり
が心地よく感じられます。

河
か

合
わい

隼
はや

雄
お

／著　
河

か

合
わい

俊
とし

雄
お

／訳

2 ��日本人の心を解く
　夢・神話・物語の深層へ

　心理学者、河合隼雄の講演
（英語）をもとに刊行された、
夢・神話・物語から日本人の
心の深層を解き明かす一冊。

ルース・クラウス／文
マーク・サーモント／絵
きじまはじめ／訳

1 �はなをくんくん

　冬眠をしていた動物たち
が目を覚まします。喜びに満
ちた春の訪れがやさしく伝
わってきます。

露
つゆ

木
き

和
かず

男
お

／監修
　道ばたの花や虫の名前を
知ってますか。この図鑑を
持って外に出かけてみよう！

4 �はるのずかん

今年の標語は
「ひらいてワクワク めくってドキドキ」　

　4月23日㈫～5月12日㈰は「こどもの読書週間」で
す。市立図書館では、グリム童話おはなし会や宝探し
など、楽しいイベントを用意しています。イベントのお
知らせはホームページをご覧ください。

公民館主催講座（通年・前期）の受講生を募集！
～ あなたの学びたい気持ちをサポートします ～

【主催講座】
①申し込みハガキ　公民館主催講座受講生募集の最
終ページの用紙に記入し、各公民館に提出
するか郵送してください。
②申し込みフォーム　専用申し込みフォー
ムから申し込んでください。

【こども講座】 各学校を通じてお知らせします。
【図書館講座】 各図書館内やホームページなどでお知
らせします。

※�来館は午後10時まで、申し込みフォームは
24時間申し込みできます

※定員に満たない場合は随時受け付けます
申込方法

　皆さんが聞きたい・知りたいテーマについて、市職
員が専門知識を生かした講座をお届けします。講師
料は無料ですので、ぜひご活用ください。

　講座の一覧はホームページをご覧ください。
申込用紙もダウンロードできます。５月１日㈬に
最新版を掲載および各区に配布予定です。

出前講座をご活用ください!

市内在住・在学・在勤で10人以上の団体対　　象

※㈯㈰㈷問わず実施します（年末年始を除く）
午前9時～午後10時までの2時間以内日　　時

※会場の手配や準備は申込者でお願いします
市内に限ります。会　　場

①担当課と日時や内容を調整
②�実施予定日の20日前までに、申込書を担当課また

は中央公民館へ提出してください。

申込方法
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